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平
成
２５
年
年
頭
号
に
あ
た
り
「
視
点
」

を
執
筆
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
欄

は
、
文
部
科
学
大
臣
に
ご
執
筆
い
た
だ
く

予
定
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
執
筆

依
頼
を
届
け
て
間
も
な
く
衆
議
院
解
散
総

選
挙
と
い
う
事
態
に
な
り
、
急
遽
代
理
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
お
許
し
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
多
く
の

孤
児
を
救
う
た
め
に
施
設
が
作
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
施
設
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
子

ど
も
に
十
分
対
応
す
る
だ
け
の
余
裕
が
な

い
た
め
、「
子
ど
も
が
泣
い
て
も
ミ
ル
ク

を
与
え
な
い
」「
子
ど
も
が
泣
い
て
も
お
し

め
を
か
え
な
い
」
と
い
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
乳
児
に
と
っ
て
「
泣
く
」
と
い
う

行
動
は
、
自
分
の
状
態
を
相
手
に
伝
え
る

重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
延

長
線
上
に
、
自
分
の
思
い
を
表
現
す
る
た

め
の
「
こ
と
ば
」
の
習
得
が
あ
る
の
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
施
設
で
は
、
泣
い
て
い

る
子
に
一
人
ひ
と
り
対
応
で
き
な
い
た

め
に
、「
一
斉
に
ミ
ル
ク
を
与
え
る
」「
一

斉
に
お
し
め
を
か
え
る
」
と
い
う
マ
ニ
ュ

ア
ル
が
作
成
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、

し
ば
ら
く
す
る
と
子
ど
も
は
泣
か
な
く

な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
施
設
側
と
し
て

は
子
ど
も
に
泣
か
れ
る
よ
り
も
、
大
人
し

く
し
て
い
て
も
ら
う
に
越
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
て
、
そ
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
施
設
で
定
着
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。
そ
れ
か
ら
数
年
後
、
そ
の
施
設
で

育
っ
た
子
ど
も
の
中
に
、
大
量
の
「
言
葉

の
遅
れ
」
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
昭
和

３０
年
代
に
問
題
に
な
っ
た
「
施
設
病
」
と

い
う
問
題
で
す
。
当
時
は
、
乳
児
が
泣
く

と
い
う
こ
と
に
丁
寧
に
対
応
す
る
と
い
う

こ
と
が
、
言
葉
の
発
達
に
と
っ
て
重
要
な

要
素
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
。

　
人
間
も
動
物
で
す
。「
一
人
の
親
か
ら

一
人
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
く
る
の
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」

を
、
今
一
度
考
え
て
み
る
時
期
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
保
育
所
の
０
歳
児
は
一
人

の
保
育
者
が
、
３
人
の
乳
児
を
見
る
こ
と

を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
基
準
は
ど

こ
か
ら
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
が

育
つ
と
い
う
視
点
か
ら
み
れ
ば
、
一
対
一

対
応
が
自
然
な
姿
で
す
。
こ
の
国
が
豊
か

で
な
か
っ
た
時
の
基
準
が
そ
の
ま
ま
使

わ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
見
直
す
べ
き
で

す
。
福
祉
の
視
点
で
子
ど
も
の
育
ち
を
保

障
す
る
こ
と
は
重
要
な
政
策
で
す
。
一
人

の
子
ど
も
が
福
祉
政
策
の
中
で
育
つ
べ
き

姿
は
、
理
想
を
追
求
す
る
べ
き
で
す
。
し

か
し
、
現
在
は
、
福
祉
の
名
を
借
り
て
労

働
政
策
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る
行
政
の

姿
が
あ
り
ま
す
。
労
働
政
策
は
、
子
ど
も

が
小
さ
い
間
に
親
が
働
く
か
、
子
ど
も
と

の
時
間
を
大
切
に
考
え
る
か
の
選
択
の
問

題
で
あ
り
、
福
祉
と
は
違
う
次
元
の
問
題

で
す
。
議
論
の
整
理
が
必
要
で
す
。

　
最
近
、
東
京
都
の
あ
る
幼
稚
園
の
園
長

先
生
か
ら
こ
ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。「
０

歳
児
か
ら
認
証
保
育
所
に
通
っ
て
い
て
、

３
歳
児
に
な
っ
て
幼
稚
園
に
入
園
し
て

く
る
子
ど
も
に
言
葉
の
遅
れ
が
目
立
つ
」

と
。
一
幼
稚
園
の
話
で
あ
っ
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　
㈶
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究

機
構
は
、
今
年
度
公
益
法
人
と
し
て
活
動

す
る
べ
く
申
請
を
出
し
て
い
ま
す
。
現
場

か
ら
子
ど
も
の
育
ち
の
問
題
を
発
信
で
き

る
よ
う
、
も
っ
と
力
を
付
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。子
ど
も
子
育
て
関
連
３
法
は
、

と
り
あ
え
ず
の
合
意
で
仮
置
か
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
の
視
点
か
ら
今
一
度
見
直
す

べ
き
も
の
は
何
か
を
、
現
場
か
ら
の
デ
ー

タ
を
も
と
に
発
信
し
て
い
く
重
要
な
一
年

を
迎
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
理
事
長
、
京
都

市
・
光
明
幼
稚
園
）
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１１
月
２１
日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い

て
、
全
日
私
幼
連
の
常
任
理
事
会
が
開
催

さ
れ
２２
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
議
長
に
北

條
泰
雅
副
会
長
、
議
事
録
署
名
人
に
は
松

岡
明
範
常
任
理
事
、
永
瀬
浩
常
任
理
事
が

選
任
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。当
日
は
、

安
倍
晋
三
自
由
民
主
党
総
裁
、
河
村
建
夫

自
由
民
主
党
選
挙
対
策
局
長
・
全
日
私
幼

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
が
お
越
し
に
な
り
ご

挨
拶
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

■
報
告
案
件
１

：

会
務
運
営
報
告
に
つ
い

て
／
各
委
員
会
等
か
ら
資
料
を
も
と
に
活

動
状
況
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
報
告
案
件
２

：
平
成
２４
年
度
上
半
期
決

算
・
監
査
報
告
に
つ
い
て
／
田
中
辰
実
総

務
委
員
長
か
ら
平
成
２４
年
度
上
半
期
の
決

算
報
告
が
行
な
わ
れ
、
監
事
よ
り
監
査
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
報
告
案
件
３

：

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
つ
い

て
／
田
中
総
務
委
員
長
か
ら
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
に
か
か
る
国
土
交
通
省
の
検
討
会
の
状

況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
か
ら
の
報
告
／

田
中
雅
道
理
事
長
か
ら
公
益
移
行
認
定
申

請
の
状
況
、
財
団
の
活
動
状
況
な
ど
の
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
１

：

総
選
挙
対
策
本
部
設
置

の
件
／
坪
井
久
也
政
策
委
員
長
か
ら
提
案

が
あ
り
、
香
川
敬
会
長
を
本
部
長
と
す
る

対
策
本
部
の
設
置
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
２

：

子
ど
も
・
子
育
て
関
連

３
法
対
策
本
部
設
置
の
件
／
坪
井
政
策
委

員
長
か
ら
提
案
が
あ
り
、
香
川
会
長
を
本

部
長
と
す
る
対
策
本
部
の
設
置
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
３

：

団
体
長
会
理
事
会
合
同

会
議
開
催
の
件
／
１２
月
６
日
開
催
の
理
事

会
を
団
体
長
会
理
事
会
合
同
会
議
に
す
る

こ
と
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
協
議
案
件
１

：

総
選
挙
等
の
国
政
対
応

に
つ
い
て
／
香
川
会
長
、
尾
上
副
会
長
、

坪
井
政
策
委
員
長
か
ら
現
在
の
状
況
説
明

及
び
報
告
が
あ
り
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

協
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

■
協
議
案
件
２

：

こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
Ｐ

Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
に
つ
い
て
／
尾
上
副
会
長

か
ら
活
動
状
況
と
今
後
の
予
定
な
ど
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

（
総
務
委
員
長
・
田
中
辰
実
）

●
１１
・
２１
常
任
理
事
会

　
　
　
　
　
　
国
政
へ
の
対
応
な
ど
を
協
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

　
　
　

冬
の
電
力
対
策

　
文
部
科
学
省
は
今
冬
の
電
力
需
給
対
策

に
つ
い
て
通
知
を
発
出
し
ま
し
た
。
概
要

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
全
国
共
通
（
沖
縄
電
力
管
内
を
除
く
）

平
成
２４
年
１２
月
３
日
～
平
成
２５
年
３
月
２９

日
の
平
日
（
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
並

び
に
、
１２
月
３１
日
及
び
１
月
２
日
～
４
日

を
除
く
）
９
時
～
２１
時
（
北
海
道
電
力
及

び
九
州
電
力
管
内
は
８
時
～
２１
時
）
に
お

い
て
「
数
値
目
標
を
伴
わ
な
い
」
一
般
的

な
節
電
に
取
り
組
む
。

　
そ
の
際
、
以
下
の
節
電
分
（
平
成
２２
年

度
比
）
を
目
安
に
節
電
に
取
り
組
む
。
北

海
道
電
力
管
内
△
３
・
３
％
、
東
北
電

力
管
内
△
２
・
２
％
、
東
京
電
力
管
内

△
５
・
０
％
、
中
部
電
力
管
内
△
２
・

８
％
、
関
西
電
力
管
内
△
５
・
６
％
、
北

陸
電
力
管
内
△
３
・
４
％
、
中
国
電
力

管
内
△
１
・
５
％
、
四
国
電
力
管
内
△

私
立
幼
稚
園
に
空
前
の
被
害

東
日
本
大
震
災
�

▼�
挨
拶
を
述
べ
る
安
倍
晋
三
自
民
党
総
裁
（
中
央
）、

右
は
河
村
建
夫
全
日
私
幼
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
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５
・
２
％
、
九
州
電
力
管
内
△
４
・
５
％

●
北
海
道
電
力
管
内

　
冬
季
の
北
海
道
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
、

計
画
停
電
を
含
む
停
電
を
回
避
す
る
た

め
、
以
下
の
期
間
の
平
日
（
土
曜
日
、
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
及
び
時
間
に
お
い

て
、
一
昨
年
度
（
平
成
２２
年
度
）
の
使
用

最
大
電
力
を
基
準
と
し
て
７
％
以
上
の
節

電
に
取
り
組
む
。
平
成
２４
年
１２
月
１０
日
～

１２
月
２８
日
・
１６
時
～
２１
時
、
平
成
２５
年
１

月
７
日
～
３
月
１
日
・
８
時
～
２１
時
、
平

成
２５
年
３
月
４
日
～
３
月
８
日
・
１６
時
～

２１
時

●�

文
部
科
学
省
・
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
学
校
等
の
対
応
等
に
関
す
る
調
査

研
究
報
告
（
概
要
・
前
号
の
続
き
）

▼
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
準
備

：

約
９
割
の
学
校
等
で
災
害
に
対

す
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
準
備
さ
れ

て
い
た
。
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
「
学
校
独
自
の
危
機
管

理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
」
学
校

等
が
７５
・
４
％
を
占
め
る
ほ
か
、
県
や
市

町
村
作
成
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

活
用
し
て
い
た
学
校
等
が
そ
れ
ぞ
れ
約

８
％
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し

て
い
な
か
っ
た
学
校
等
が
６
・
５
％
を

占
め
る
。

▼
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
方

法

：
約
８
割
の
学
校
等
で
危
機
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
全
教
職
員
に
配
布
し
て
い

る
。
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル(

県
作
成
、

市
作
成
、
自
校
作
成)

が
準
備
さ
れ
て
い

た
学
校
等
で
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

「
全
教
職
員
に
配
布
し
て
い
る
」
学
校
等

は
８１
・
０
％
を
占
め
る
ほ
か
、「
避
難
訓

練
に
活
用
し
て
い
る
」
学
校
等
が
６１
・

８
％
を
占
め
る
。
地
域
別
に
み
る
と
沿
岸

部
で
は
内
陸
部
と
比
較
し
て
、「
家
庭
（
保

護
者
）
や
地
域
へ
配
布
し
て
い
る
」
学
校

の
割
合
が
８
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
高
い
。
学
校

種
別
に
み
る
と
、
幼
稚
園
で
は
、「
全
教

職
員
に
配
布
し
て
い
る
」
割
合
が
他
校
種

と
比
較
し
て
２０
～
３０
ポ
イ
ン
ト
低
い
。「
職

員
会
議
や
校
内
研
修
会
で
読
み
合
わ
せ
を

行
っ
て
い
る
」
割
合
は
、
小
学
校
、
中
学

校
、
特
別
支
援
学
校
で
高
い
。
ま
た
、
特

別
支
援
学
校
で
は
「
職
員
室
に
要
点
を
常

時
掲
示
し
て
い
る
」「
避
難
訓
練
に
活
用

し
て
い
る
」
割
合
が
他
校
種
と
し
て
比
較

し
て
１０
～
２０
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
高
い
。

　
１１
月
１４
日
、
㈶
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼

児
教
育
研
究
機
構
の
第
２１
回
評
議
員
会
が

東
京
・
私
学
会
館
で
開
催
さ
れ
、４７
人
（
う

ち
委
任
状
出
席
３２
人
）
の
評
議
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

　
出
席
し
た
評
議
員
の
互
選
に
よ
り
、
議

長
に
関
章
信
評
議
員
が
選
任
さ
れ
、
議
事

録
署
名
人
に
は
武
田
正
廣
評
議
員
、
橋
本

幸
雄
評
議
員
が
選
任
さ
れ
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

◦
審
議
案
件

１
、
役
員
選
任
の
件

　
議
長
は
、
寄
附
行
為
第
１８
条
第
１
項
に

基
づ
き
、
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
一
同
に

諮
り
、
満
場
一
致
で
次
の
者
を
選
任
し
ま

し
た
。

▼
新
理
事

：

大
澤
力
・
東
京
家
政
大
学
教

授
、
加
藤
篤
彦
・
学
校
法
人
武
蔵
野
東
学

園
理
事
、
黒
田
秀
樹
・
学
校
法
人
黒
田
学

園
理
事
長
、
杉
山
一
夫
・
学
校
法
人
杉
山

第
三
学
園
理
事
長
、
原
孝
枝
・
学
校
法
人

原
学
園
理
事
長

◦
報
告
案
件

１
、
会
務
運
営
報
告

　
田
中
雅
道
理
事
長
か
ら
、
㈶
全
日
私
幼

研
究
機
構
の
公
益
移
行
認
定
申
請
の
状

況
、
新
た
な
震
災
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
検
討
状
況
、

評
価
に
か
か
る
課
題
に
つ
い
て
説
明
・
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
第
４
回
幼
児

教
育
実
践
学
会
の
開
催
予
定
及
び
調
査
・

広
報
関
係
の
活
動
状
況
な
ど
に
つ
い
て
も

詳
細
な
説
明
・
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

（
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
専
務
理
事
・
坂

本
洋
）

●
１１
・
１４
評
議
員
会

　
　
　
　
公
益
財
団
法
人
に
向
け
新
理
事
を
選
任

財
団
法
人
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構
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去
る
１０
月
１９
・
２０
日
、
青
森
県
弘
前
市

に
お
い
て
、
第
２７
回
東
北
地
区
私
立
幼

稚
園
教
員
研
修
大
会
が
、「
広
く
、
深
く
、

て
い
ね
い
に
保
育
の
質
を
考
え
る
～
保
育

臨
床
の
視
点
を
大
切
に
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
、
東
北
各
地
か
ら
約
８
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
の
第
２６
回
岩
手
大
会
は
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
た
め
、
今
回
は
１
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜

び
合
う
記
念
す
べ
き
東
北
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　
準
備
段
階
か
ら
「
園
長
先
生
、
私
も
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
で
す
！
」
と
教
員
が
心
待

ち
に
で
き
る
よ
う
な
大
会
の
開
催
を
念
頭

に
置
い
て
、
テ
ー
マ
・
助
言
者
・
分
科
会

の
設
定
を
考
え
て
き
た
こ
と
、
ま
た
、
１０

月
中
旬
の
大
会
日
程
は
、
週
末
に
行
事
を

抱
え
て
い
る
園
も
多
く
あ
る
た
め
、
特
に

二
日
目
の
全
体
会
、
そ
し
て
記
念
講
演
へ

の
参
加
率
を
増
や
そ
う
と
工
夫
を
こ
ら
し

て
計
画
を
進
め
て
き
た
こ
と
を
、
岡
本
潤

子
先
生
（
青
森
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
教

育
研
究
委
員
長
）
よ
り
伺
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
大
会
１
日
目
、
８
園
で
公
開
保
育
と
分

科
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
第

６
分
科
会
の
免
許
状
更
新
講
習
と
、
第
７

分
科
会
の
室
内
を
飛
び
出
し「
街
を
歩
く
」

と
い
う
特
徴
的
な
２
つ
の
分
科
会
を
紹
介

し
ま
す
。

　
第
６
分
科
会
で
は
、
免
許
状
更
新
講
習

に
も
公
開
保
育
を
見
る
時
間
を
取
り
入

れ
、
た
だ
漠
然
と
自
分
の
視
点
で
見
る
だ

け
で
は
な
く
、
共
通
の
記
録
ノ
ー
ト
に
記

入
し
、
そ
の
シ
ー
ト
を
基
に
午
後
の
時
間

は
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
時
間
を
持
つ
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。
同
じ
シ
ー
ト

を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
の
視
点
と

他
者
の
視
点
が
反
対
軸
に
あ
る
こ
と
な
ど

も
明
ら
か
に
な
り
、
目
の
前
の
子
ど
も
た

ち
を
多
様
な
視
点
で
と
ら
え
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
７
分
科
会
の
「
新
し
い
保
育�

�

デ
ザ
イ
ン
～
か
か
わ
り
合
い
か
ら
混
じ
り

合
い
へ
」
は
、弘
前
の
街
を
実
際
に
歩
き
、

①
街
・
建
物
・
地
域
か
ら
学
ぶ
こ
と
②
地

域
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
保
育
の
中
に
ど
う

活
用
す
る
か
、
そ
の
方
法
を
考
え
合
う
と

い
う
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。
講
師
に
は
建

築
家
を
招
き
、
こ
れ
ま
で
の
研
修
会
か
ら

す
る
と
異
色
の
分
科
会
と
な
り
ま
し
た
。

恐
ら
く
参
加
者
自
身
に
は
、
街
を
歩
く
こ

と
と
保
育
と
の
関
連
や
、
講
師
が
建
築
家

で
あ
る
こ
と
な
ど
不
安
も
あ
っ
た
か
と
思

い
ま
す
。

　
し
か
し
同
時
に
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
し
て
の
役
割
も
経
験
す
る
な
ど
、
保
育

と
い
う
言
葉
を
広
げ
、
充
実
し
た
時
間
と

な
っ
た
様
子
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
２
日
目
、
記
念
講
演
の
講
師
に

は
、「『
は
や
ぶ
さ
』
が
挑
ん
だ
人
類
初
の

往
復
の
宇
宙
飛
行
～
そ
の
７
年
の
歩
み
」

と
題
し
て
、
独
立
行
政
法
人
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
の
川
口
淳
一
郎
氏
を
招
き
、

講
演
を
い
た
だ
く
好
機
を
得
ま
し
た
。「
常

に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
ん
だ
！
」
と

い
う
川
口
先
生
の
言
葉
を
皆
で
共
有
し
合

い
、
津
軽
弘
前
で
の
研
修
会
は
成
功
裡
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

（
調
査
広
報
委
員
・
須
田
正
明
）

★
地
区
教
研
大
会
レ
ポ
ー
ト
〔
東
北
地
区
〕

　
　
　
会
議
室
を
飛
び
出
し
“
街
を
歩
く
”

　
　
　
　
　
　
　
免
許
状
更
新
講
習
に
公
開
保
育
を
導
入
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「教員免許更新制について」

文部科学省初等中等教育局教職員課教員免許企画室

１．制度概要

　�　平成２１年４月から、教員免許更新制が導入され、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育�

学校、特別支援学校の教員は、１０年毎に、大学などが開設する免許状更新講習（必修領域１２時間、

選択領域１８時間）を受講・修了し、免許を更新することが義務付けられました。

　�　平成２１年３月３１日以前に教員免許状を取得した現職教員は、生年月日により割り振られた修了

確認期限が設定されており（表１、２参照）、修了確認の申請期限（修了確認期限の２ヶ月前）ま�

でに、更新講習を受講・修了し、免許管理者（勤務地に所在する都道府県教育委員会）に更新講習

修了確認等の申請をし、確認を受ける必要があります。

　�　万一これが行われなかった場合、修了確認期限をもって教員免許状は失効し、免許管理者へ免許

状を返納することになります。教員は、自ら制度の理解に努め、必要な講習の受講・修了及び免許

管理者への申請が必要です。学校関係者の皆様におかれては、今一度、教員免許更新制に対する理

解の醸成に努めていただくようよろしくお願いします。

２．第２グループの修了確認状況の結果について

　�　文部科学省では、毎年、教員免許状の修了確認期限経過後の状況について調査・公表していま�

す。本年は平成２４年３月３１日に修了確認期限を迎えた第２グループ（２３年度末に満３５歳、�

４５歳、５５歳）の教員を対象に調査を行っており、結果は以下のとおりとなっています。

　　①　第２グループの現職教員：９１，４７５人（国公私合計。非正規を含む）

　　②　修了確認等がなされた者：９０，８００人（９９．３％）

　　③　修了確認がなされなかった者：６７５人（０．７％）

　　　・うち、修了確認期限経過以前に辞職し、免許状が失効しなかった者：５５８人（０．６％）

　　　・うち、免許状が失効した者：１１７人（０．１％）

　�　なお、免許状が失効した者１１７人の内訳は、国立６人、公立４７人、私立６４人であり、私立学校

の教員が最も多くなっています。

３．制度への十分な理解がないことにより生じた事例

　�　第２グループの教員のうち、一部の都道府県において、免許状更新講習を受講・修了していたも

のの、免許管理者への申請を行っていなかったことが修了確認期限経過後に発覚し、失職した事例

が発生しました。
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　�　所定の時間数の免許状更新講習を受講・修了しただけでは、更新手続はまだ終わりではありませ

ん。更新講習を受講修了後に、大学等の免許状更新講習開設者から送付される「更新講習（修了）�

（履修）証明書」を、教員自ら免許管理者に対し提出して確認を受ける必要があります。この手続

を忘れた場合にも、更新講習を受講しなかった場合と同様に免許状は失効しますので、申請忘れが

ないよう必ず手続を行ってください。

４．今年度に更新講習修了確認等の申請期限を迎える方について

　�　今年は、平成２５年３月末日に修了確認期限を迎える第３グループ（２４年度末に満３５歳、４５歳、

５５歳）の現職教員の方が、修了確認の申請期限（２５年１月３１日）を迎えます。

　�　第３グループの現職教員は、期限までに免許状更新講習を受講・修了し、自ら、免許管理者に対

して更新のための申請を行っていただく必要があります。

　�　なお、園長や副園長など教員を指導する立場にある者や優秀教員表彰者については、受講を免除

することが可能です。また、病気や自然災害などやむを得ない事情により、免許状更新講習の受講・

修了が困難な者は、受講の延期が可能です。その場合にも、修了確認期限の２ヶ月前までに、教員

自ら受講免除又は受講延期の申請を行っていただく必要がありますのでご留意ください。

５．その他

　　文部科学省では、教員免許更新制に関する教員の皆様からの質問を受け付けています。

　�　制度について、分からないことなどございましたら、初等中等教育局教職員課教員免許企画室ま

で、お問合せください。

　　【お問合せ先】

　　　　電　話：03 － 5253 － 4111（内）3572､3573

　　　　ＦＡＸ：03 － 6734 － 3742

　　　　E-mail：menkyo@mext.go.jp

　　【文部科学省ホームページ】

　　　　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/index.htm
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（表１） 
平成２１年３月３１日までに授与された教諭免許状又は養護教諭免許状を持つ方 

（栄養教諭免許状を持つ方は表２をご覧ください。）の最初の修了確認期限 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（表２） 
 平成２１年３月３１日までに授与された栄養教諭免許状を持つ方（栄養教諭以外の職 
にある方も該当します。）の最初の修了確認期限 

 
 
 
 

生年月日 最初の修了確認期限 免許状更新講習の受講期間及び申請期間 次回の修了確認期限

①

昭和30年4月2日～昭和31年4月1日
昭和40年4月2日～昭和41年4月1日
昭和50年4月2日～昭和51年4月1日

平成23年3月31日 平成21年4月1日～平成23年1月31日 平成33年3月31日

②

昭和31年4月2日～昭和32年4月1日
昭和41年4月2日～昭和42年4月1日
昭和51年4月2日～昭和52年4月1日

平成24年3月31日 平成22年2月1日～平成24年1月31日 平成34年3月31日

③

昭和32年4月2日～昭和33年4月1日
昭和42年4月2日～昭和43年4月1日
昭和52年4月2日～昭和53年4月1日

平成25年3月31日 平成23年2月1日～平成25年1月31日 平成35年3月31日

④

昭和33年4月2日～昭和34年4月1日
昭和43年4月2日～昭和44年4月1日
昭和53年4月2日～昭和54年4月1日

平成26年3月31日 平成24年2月1日～平成26年1月31日 平成36年3月31日

⑤

昭和34年4月2日～昭和35年4月1日
昭和44年4月2日～昭和45年4月1日
昭和54年4月2日～昭和55年4月1日

平成27年3月31日 平成25年2月1日～平成27年1月31日 平成37年3月31日

⑥

昭和35年4月2日～昭和36年4月1日
昭和45年4月2日～昭和46年4月1日
昭和55年4月2日～昭和56年4月1日

平成28年3月31日 平成26年2月1日～平成28年1月31日 平成38年3月31日

⑦

昭和36年4月2日～昭和37年4月1日
昭和46年4月2日～昭和47年4月1日
昭和56年4月2日～昭和57年4月1日

平成29年3月31日 平成27年2月1日～平成29年1月31日 平成39年3月31日

⑧

昭和37年4月2日～昭和38年4月1日
昭和47年4月2日～昭和48年4月1日
昭和57年4月2日～昭和58年4月1日

平成30年3月31日 平成28年2月1日～平成30年1月31日 平成40年3月31日

⑨

昭和38年4月2日～昭和39年4月1日
昭和48年4月2日～昭和49年4月1日
昭和58年4月2日～昭和59年4月1日

平成31年3月31日 平成29年2月1日～平成31年1月31日 平成41年3月31日

⑩

昭和39年4月2日～昭和40年4月1日
昭和49年4月2日～昭和50年4月1日

昭和59年4月2日～
平成32年3月31日 平成30年2月1日～平成32年1月31日 平成42年3月31日

免 許 状 を授 与 され た日
免 許 状 更 新 講 習 の 受
講 期 間 及 び 申 請 期 間

①
平 成 18年 3月 31日 以 前 に栄 養 教 諭
の 普 通 免 許 状 を授 与 され た旧 免 許

状 所 持 者
平 成 28年 3月 31日

平 成 26年 2月 1日 ～
平 成 28年 1月 31日

平 成 38年 3月 31日

②
平 成 18年 4月 1日 か ら平 成 19年 3月
31日 までに栄 養 教 諭 の 普 通 免 許 状

を授 与 され た旧 免 許 状 所 持 者
平 成 29年 3月 31日

平 成 27年 2月 1日 ～
平 成 29年 1月 31日

平 成 39年 3月 31日

③
平 成 19年 4月 1日 か ら平 成 20年 3月
31日 までに栄 養 教 諭 の 普 通 免 許 状

を授 与 され た旧 免 許 状 所 持 者
平 成 30年 3月 31日

平 成 28年 2月 1日 ～
平 成 30年 1月 31日

平 成 40年 3月 31日

④
平 成 20年 4月 1日 か ら平 成 21年 3月
31日 までに栄 養 教 諭 の 普 通 免 許 状

を授 与 され た旧 免 許 状 所 持 者
平 成 31年 3月 31日

平 成 29年 2月 1日 ～
平 成 31年 1月 31日

平 成 41年 3月 31日

◦教員免許更新制について

次回の修了確認期限最初の修了確認期限
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◎
観
察
可
能
な
教
師
の
影
響

　
前
号
で
、
経
験
年
数
が
長
い
保
育
者
に

受
け
持
っ
て
も
ら
っ
た
幼
児
ほ
ど
、
幼
稚

園
段
階
で
の
テ
ス
ト
ポ
イ
ン
ト
が
高
く
、

成
人
し
て
の
所
得
に
お
い
て
も
優
位
で
あ

る
と
い
う
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
が
、
教

師
の
経
験
年
数
が
単
純
に
長
い
だ
け
で
い

い
の
か
ど
う
か
は
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
報
告
で
も
、
例
え
ば
、
経
験
の
あ

る
教
師
は
、
教
職
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
自

ら
選
択
し
、
教
育
に
対
す
る
情
熱
が
高
い

か
も
し
れ
な
い
し
、
教
師
の
世
代
間
調
査

で
古
い
年
代
に
育
成
さ
れ
た
教
師
の
ほ
う

が
教
師
と
し
て
の
技
能
が
優
れ
て
い
る
と

い
う
結
果
を
報
告
し
て
い
る
研
究
者
も
い

ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
現
在
勤
め
て
い
る
教
師

を
単
に
長
く
雇
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

幼
児
が
優
れ
た
成
績
を
得
る
と
考
え
る
の

は
危
険
で
す
。
し
か
し
、
教
師
の
質
の
向

上
の
た
め
に
は
、
長
期
の
雇
用
を
前
提
と

し
た
教
師
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立
が
必

要
で
す
。

◎
観
察
可
能
な
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
影
響

　
実
験
の
設
計
と
し
て
、
生
徒
を
無
作
為

に
ク
ラ
ス
に
割
り
当
て
た
た
め
、
観
察
可

能
な
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
特
性
が
所
得
に
与

え
る
影
響
を
測
定
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。

　
し
か
し
、
ク
ラ
ス
の
質
は
ど
の
ク
ラ
ス

も
均
質
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

割
り
当
て
ら
れ
た
ク
ラ
ス
が
同
じ
条
件
で

あ
っ
て
も
ク
ラ
ス
の
質
に
変
化
が
出
て
き

て
い
る
事
例
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
中
学

生
レ
ベ
ル
に
な
る
と
小
学
生
で
割
り
当
て

ら
れ
た
ク
ラ
ス
に
よ
る
ク
ラ
ス
の
特
性
効

果
は
消
失
し
て
お
り
、
長
期
に
見
れ
ば
割

り
当
て
ら
れ
た
ク
ラ
ス
に
よ
る
影
響
は
限

定
的
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
、
幼
児
期
の
『
ク
ラ
ス
規
模
』
と�

『
ク
ラ
ス
の
質
』
が
テ
ス
ト
へ
与
え
る
影

響
は
、
高
学
年
で
は
消
失
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、『
大
人
の
結
果
』
と
し
て�

「
所
得
」
な
ど
に
お
い
て
は
ク
ラ
ス
の
質

の
影
響
が
関
連
し
た
結
果
に
再
浮
上
し
て

き
て
い
る
こ
と
は
今
後
の
検
討
課
題
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
幼
児
期
の
『
ク
ラ
ス
規
模
』
と
『
ク
ラ

ス
の
質
』
が
、
テ
ス
ト
へ
の
効
果
と
し
て

は
高
学
年
で
消
失
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、『
大
人
の
結
果
』
と
し
て
再
浮
上
し

て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
単
純
な
テ
ス
ト
結
果
は
小
学
校
１
学

年
で
１
・
５
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
４
学
年
で
は
そ
の
効
果
は
見
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
大
人
に
な
っ

て
か
ら
の
所
得
に
お
い
て
は
優
位
の
差
が

出
て
お
り
、
テ
ス
ト
結
果
と
大
人
の
効
果

間
の
こ
れ
か
ら
の
分
析
結
果
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
問
い
に
対
し
て
の
推
論
と
し
て
、

第
４
学
年
で
「
努
力
、
意
欲
」「
自
発
性
、

独
創
性
」「
非
参
加
態
度
」「
ク
ラ
ス
の
価

値
づ
け
」
の
４
指
標
で
無
作
為
に
抽
出
し

た
生
徒
を
教
師
が
評
価
し
た
結
果
は
、
第

８
学
年
の
テ
ス
ト
結
果
と
は
ほ
と
ん
ど
相

関
関
係
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
幼

児
期
の「
ク
ラ
ス
の
質
」「
ク
ラ
ス
の
規
模
」

と
は
相
関
関
係
が
強
く
、「
大
人
の
結
果

：

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
所
得
」
と
も
強
い

相
関
関
係
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
幼
児
期
に
良
質
な
教
育

を
受
け
た
子
ど
も
の
結
果
と
し
て
、
テ
ス

ト
の
結
果
へ
の
効
果
は
見
ら
れ
な
い
も
の

の
、「
努
力
、
意
欲
」「
自
発
性
、
独
創
性
」

「
非
参
加
態
度
」「
ク
ラ
ス
の
価
値
づ
け
」

へ
の
相
関
関
係
は
強
く
、
そ
の
延
長
線
上

と
し
て
「
大
人
の
結
果

：

所
得
」
と
も
強

い
相
関
関
係
を
有
し
て
い
ま
す
。
質
の
高

い
幼
児
期
の
ク
ラ
ス
が
テ
ス
ト
と
い
う
形

で
は
表
れ
に
く
い
も
の
の
、
子
ど
も
の
生

涯
に
と
っ
て
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
こ
と

が
論
証
さ
れ
て
い
ま
す
。�

（
つ
づ
く
）

　
★
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構

　
　
　
　
今
後
の
会
合
等
の
予
定

　
・
平
成
２５
年
１
月
２４
・
２５
日

　
　
全
国
研
究
研
修
担
当
者
会
議

　
　（
京
都
・
京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）
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２
０
１
２
年
１０
月
１３
日
～
１６
日
の
３
日

間
、
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
お
い
て

国
際
婦
人
科
癌
学
会
（
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｓ
）
が
開

催
さ
れ
２
０
６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
４０
カ
国
以
上
８０
人
以
上
の
若

い
医
師
の
た
め
に
『
第
１
回
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｓ
ヤ

ン
グ
ド
ク
タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
』
が
開
催
さ

れ
、
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
ら
の
支
援
活
動
に
対
し
て
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　「
世
界
の
子
ど
も
と
お
母
さ
ん
の
命
を

守
る
」
た
め
の
活
動
は
、
ア
フ
リ
カ
や
イ

ン
ド
、
南
米
な
ど
の
発
展
途
上
の
地
域
に

お
い
て
、
出
産
時
に
２０
人
に
１
人
の
母
親

が
命
を
落
と
し
て
い
る
現
状
等
か
ら
、
お

母
さ
ん
の
命
を
守
り
、
子
ど
も
の
「
ど
の

命
」
も
育
つ
よ
う
に
す
る
こ
と
こ
そ
世
界

の
願
い
と
考
え
、
発
展
途
上
国
の
医
療
者

の
教
育
援
助
の
た
め
に
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
お
母
さ
ん
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、

産
婦
人
科
医
が
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
中
で
も
止
血
の
技
術
が
重
要
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
腫
瘍
産
婦
人

科
医
が
止
血
の
高
い
技
術
を
持
つ
こ
と
か

ら
、
若
手
医
師
に
そ
の
技
術
を
学
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
国
際
婦
人
科
癌
学
会
の
支
援
活
動
に

賛
同
し
、
国
際
的
支
援
活
動
の
一
環
と
し

て
寄
附
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
国
際
婦
人
科
癌
学
会
の
藤
井
信
吾
理
事

長
は
、
こ
の
度
の
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
に
対
し
て
お
礼
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
藤
井
理
事
長
の
ス
ピ
ー

チ
の
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。

◎
藤
井
理
事
長
ス
ピ
ー
チ
内
容
（
抜
粋
）

　
ヤ
ン
グ
ド
ク
タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
の
主
要

な
日
本
の
ス
ポ
ン
サ
ー
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
７
７
０
２
園
の
私
立
幼
稚
園
で
構
成
さ

れ
て
い
る
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
か

ら
の
寄
附
で
あ
り
ま
す
。
全
国
の
私
立
幼

稚
園
に
通
う
園
児
は
お
よ
そ
１
３
０
万
人

を
超
え
ま
す
。

　
香
川
敬
会
長
は
積
極
的
に
ヤ
ン
グ
ド
ク

タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
と
私
の
考
え
を
支
持

し
、
ま
た
、
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ�

ジ
ェ
ク
ト
と
私
の
考
え
が
マ
ッ
チ
し
て
い

ま
し
た
。

　
香
川
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り

幼
稚
園
児
の
保
護
者
が
、
こ
ど
も
が
ま
ん

な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
募
金
を
行
な

い
、
親
切
に
も
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｓ
に
寄
附
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
３
月
、
私
た
ち
に
は
、
東
北
地
域

で
発
生
し
た
津
波
の
恐
ろ
し
い
悲
劇
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
我
わ
れ
は
、
世
界

中
の
多
く
の
方
々
か
ら
支
援
を
受
け
ま
し

た
。
ヤ
ン
グ
ド
ク
タ
ー
ズ
サ
ミ
ッ
ト
に
寄

付
さ
れ
た
日
本
か
ら
の
基
金
は
、
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
い
た
国
へ
の
お
返
し
の
意

味
も
あ
り
ま
す
。

　
香
川
会
長
へ
の
感
謝
並
び
に
全
日
本
私

立
幼
稚
園
連
合
会
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
。

　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

　
ま
た
、
１２
月
５
日
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
大
会

に
お
い
て
、
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
国
際
的
支
援
活
動
に
つ
い�

て
、
尾
上
正
史
座
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、

参
加
の
保
護
者
に
対
し
て
国
際
的
支
援
活

動
に
対
す
る
ご
理
解
・
ご
協
力
が
呼
び
か

け
ら
れ
ま
し
た
。

 
 

 「
世
界
の
子
ど
も
と
お
母
さ
ん
の
命
を
守
る
」

　
　
　
　
国
際
的
支
援
活
動
で
全
日
私
幼
連
へ
感
謝
状

 

　
▼�

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｓ
か
ら
頂
い
た
感
謝
状

カナダ・バンクーバー

 



― 10 ― ２０１３．１／私幼時報

　
１１
月
３０
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
平
成
２４

年
度
経
済
危
機
対
応
・
地
域
活
性
化
予
備

費
及
び
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
予

備
費
の
使
用
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
所

管
分
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
文
部
科
学
省
関
係
計
１
２
２
５
億
円
】

○
私
立
学
校
施
設
の
耐
震
化

：

※
８６
億
円

／
災
害
時
に
、
生
徒
等
の
安
全
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
私
立
学
校
の
耐
震
化
を
加

速
さ
せ
る
た
め
、
施
設
の
耐
震
改
築
に
係

る
長
期
低
利
融
資
に
必
要
な
経
費
。

○｢

安
心
こ
ど
も
基
金｣

の
積
み
増
し

等

：

※
１
３
６
億
円
／
待
機
児
童
の
解
消

を
図
る
と
と
も
に
、
質
の
高
い
幼
児
期
の

学
校
教
育
、
保
育
の
総
合
的
な
提
供
を
行

う
認
定
こ
ど
も
園
等
の
施
設
整
備
事
業
を

実
施
す
る
た
め
、｢

安
心
こ
ど
も
基
金｣

を
積
み
増
し
、
事
業
実
施
期
限
を
２５
年
度

末
ま
で
１
年
間
延
長
。（
厚
生
労
働
省
と

の
共
同
実
施
）

○
公
立
学
校
施
設
の
耐
震
化

：

５
８
１
億

円
／
子
ど
も
た
ち
が
一
日
の
大
半
を
過
ご

し
、
災
害
時
に
は
地
域
の
避
難
所
の
役
割

を
果
た
す
学
校
施
設
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
、
地
方
公
共
団
体
が
平
成
２５
年
度
に

実
施
を
計
画
し
て
い
る
耐
震
化
事
業
の
う

ち
、
今
年
度
に
前
倒
し
て
実
施
を
希
望
す

る
事
業
に
対
応
す
る
た
め
の
整
備
。

○
国
立
学
校
施
設
の
耐
震
化
等

：

※

４
１
６
億
円
／
災
害
時
に
、
学
生
・
教
職

員
等
の
生
命
を
守
り
、
貴
重
な
研
究
試
料

や
研
究
設
備
の
破
損
等
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
安
定
的
・
継
続
的
に
医
療
活
動
が
可

能
と
な
る
よ
う
、
耐
震
化
事
業
及
び
附
属

病
院
の
自
家
発
電
設
備
整
備
事
業
の
う

ち
、
今
年
度
に
前
倒
し
て
実
施
で
き
る
事

業
に
つ
い
て
整
備
。

○
原
子
力
損
害
賠
償
の
円
滑
化
に
必
要
な

体
制
整
備

：

６
億
円
／
申
立
件
数
が
当
初

の
想
定
を
大
幅
に
上
回
っ
た
こ
と
等
か

ら
、｢

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
セ
ン

タ
ー｣

に
お
い
て
、
和
解
の
仲
介
の
実
務

的
な
事
務
を
行
う
調
査
官
等
を
早
急
に
増

員
し
、
必
要
な
手
当
等
の
不
足
額
を
充
当

す
る
。

（
注
） ｢

※｣

を
付
し
た
施
策
は
経
済
危

機
対
応
・
地
域
活
性
化
予
備
費
を
使
用
し

た
施
策
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
は
東
日
本
大

震
災
復
興
特
別
会
計
予
備
費
を
使
用
し
た

施
策
を
指
す
。�

（
幼
児
教
育
課
）

文部科学省だより

１．概要
子ども・子育て関連３法の本格施行までの緊急対策の前倒しとして、待機児童解消のための保育所や認定こども園

等の基盤整備に必要な施設整備事業を早急に実施するため、各都道府県に設置されている「安心こども基金」につい
て、実施期限を１年延長（平成25年度末まで）し、所要額の積み増しを行う。

２．事業の内容
国・地方による幼稚園・保育所の枠組みを超えた総合的な財政支援により、認定こども園の設置を促進する。

（１）認定こども園施設整備費補助
認定こども園の設置促進のために必要な施設整備費を支援（負担割合：国１／２、市町村１／４、事業者１／４）

（２）私立幼稚園（認定こども園）の耐震化促進事業
認定こども園への移行を予定する私立幼稚園について、園舎の耐震指標等の状況に応じて実施する耐震化促進事業を支援
（負担割合：国１／２、事業者１／２）

幼稚園と保育所の
補助制度の組合せ

保育所の補助制度

（一般財源）

幼稚園の補助制度

合
計

９
１
１
件
（平
成
24
年
4
月
現
在
）

幼保連携型

〔類型（認定件数）〕
認 定 こ ど も 園 の 類 型

（486件）

保育所幼稚園機能

幼稚園機能
＋

保育所機能

地方裁量型
（30件）

幼稚園 保育所機能
幼稚園型
（273件）

幼稚園 保育所

保育所型
（122件）

幼稚園施設整備費及び保育所機能に係る施設整備費

幼稚園・保育所の枠組みを超えた施設整備費補助

幼稚園機能に係る施設整備費及び保育所施設整備費

（地方財政措置で対応）

「安心こども基金」による総合的な財政支援

「 安 心 こ ど も 基 金 」 の 積 み 増 し 等

文科省予算

厚労省予算

従 来 の
財政支援

経済予備費：１，２５５億円（文科省：１３６億円、厚労省：１，１１８億円）

20年度2次補正:安心こども基金の造成 1,000億円の内数(文科省･厚労省合計｡うち文科省分41億円)[事業実施期限～22年度末まで]
21年度1次補正:基金の積み増し 1,500億円の内数(文科省･厚労省合計｡うち文科省分68億円)
21年度2次補正:基金の積み増し 200億円 (厚労省のみ)
22年度1次補正:基金の積み増し 1,000億円の内数(文科省･厚労省合計｡うち文科省分32億円)[23年度末まで事業実施期限延長]
23年度1次補正:基金の積み増し 27億円 (厚労省のみ)
23年度3次補正:基金の積み増し 34億円の内数(文科省･厚労省合計｡うち文科省分18億円)
23年度4次補正:基金の積み増し 1,270億円の内数(文科省･厚労省合計｡うち文科省分36億円)[24年度末まで事業実施期限延長]

３.これまで

の基金の

措置状況

　
経
済
危
機
対
応
・
地
域
活
性
化
予
備
費
及
び
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

　
会
計
予
備
費
を
活
用
し
た
施
策
の
概
要
〔
経
済
対
策
第
２
弾
〕
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全
国
の
皆
様
方
へ
、
こ
の
度
、
社
団
法

人
山
形
県
私
立
幼
稚
園
協
会
が
山
形
県
公

益
認
定
等
審
議
会
よ
り
「
公
益
社
団
法
人

と
し
て
適
合
す
る
」
と
の
答
申
を
得
て
、

平
成
２５
年
４
月
１
日
か
ら
「
公
益
社
団
法

人
」
と
し
て
再
出
発
す
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
当
協
会
で
は
、
こ
の
度
の
公
益
法
人
制

度
改
革
に
よ
る
公
益
認
定
こ
そ
、
当
協
会

の
将
来
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
非
常
に

重
要
な
案
件
と
と
ら
え
、
３
年
前
か
ら

着
々
と
こ
の
方
針
を
貫
き
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
大
事
な
時
期
に
会

長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
者
と
し
ま
し
て
、
こ

の
度
の
答
申
に
安
堵
の
胸
を
撫
で
お
ろ
す

と
共
に
感
慨
ひ
と
し
お
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
の
道
程
は
決
し
て

平
坦
な
も
の
で
は
な
く
、
公
益
認
定
を
目

指
し
、
組
織
の
再
構
築
、
さ
ら
に
事
業
内

容
に
お
い
て
は
県
民
に
開
か
れ
た
幼
児
教

育
推
進
事
業
の
企
画
立
案
、
そ
し
て
実
践

へ
と
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
協
会
で
は
、
申
請
に
必
要
な

財
務
書
類
を
は
じ
め
、
新
定
款
並
び
に
業

務
運
営
に
お
け
る
規
程
等
書
類
の
整
備
を

図
る
に
あ
た
っ
て
、
協
会
執
行
部
を
中
心

に
す
べ
て
自
ら
の
手
で
作
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
私
た
ち
の
誇
り
で

あ
り
、
当
協
会
の
役
職
員
に
と
っ
て
大
変

貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
試

行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
過
程
の
中
で
、
私

た
ち
に
は
「
山
形
県
私
立
幼
稚
園
協
会
」

こ
そ
、
公
益
法
人
に
相
応
し
い
事
業
を
展

開
し
て
い
る
と
の
自
負
心
も
芽
生
え
て
き

ま
し
た
。
こ
の
得
が
た
い
経
験
が
今
後
の

当
協
会
の
活
動
に
大
い
な
る
活
力
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
と
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
は
「
公
益
社
団
法
人
」

と
し
て
一
層
研
鑽
を
積
み
、
山
形
県
幼
児

教
育
の
振
興
・
発
展
に
寄
与
す
べ
き
事
業

展
開
に
努
め
る
所
存
で
す
。

　
最
後
に
こ
こ
に
至
る
ま
で
多
大
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位

に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
㈳
山
形
県
私
立
幼
稚
園
協
会
会
長
、
新

庄
市
・
新
庄
幼
稚
園
／
児
玉
昭
平
）

　
本
団
体
（
以
下

：

県
協
会
）
に
は
、
平

成
１１
年
度
に
設
置
さ
れ
た
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
委
員
会
」
と
い
う
特
別
委
員
会
が
あ
り

ま
す
。
設
置
当
初
は
県
協
会
及
び
会
員
園

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
環
境
整
備
が
主
な
仕

事
だ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
化
の
進
む
世
の
中
と
と

も
に
委
員
会
の
役
割
は
少
し
ず
つ
変
化
し

ま
し
た
。
会
員
園
が
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｉ
Ｄ

パ
ス
ワ
ー
ド
を
持
ち
、
県
協
会
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
関
連
情
報
を
確
認
し
た
り
、

受
信
確
認
を
す
る
こ
と
で
情
報
を
把
握
で

き
て
い
な
い
園
に
再
度
知
ら
せ
て
伝
達
も

れ
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。「
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
郵
便
の
連
絡
方
法
で

別
に
困
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
す
が
、
瞬
時
に
・
大
量
の
情
報
を
・

一
斉
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

は
、
会
員
園
す
べ
て
を
時
差
な
く
繋
ぐ
こ

と
で
確
実
に
結
果
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
実
際
の
利
用
率
に
は
ネ
ッ

ト
環
境
が
整
っ
て
い
る
園
と
い
な
い
園
と

の
格
差
が
生
じ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

そ
こ
で
利
用
し
て
い
な
い
園
を
中
心
に
協

力
業
者
の
力
を
借
り
、直
接
園
へ
出
向
き
、

県
協
会
の
メ
ー
ル
配
信
の
設
定
等
Ｉ
Ｔ
化

を
促
進
す
る
こ
と
で
ア
ク
セ
ス
率
を
１０
％

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
特
別
委
員
会
」
の
設

置
か
ら
１３
年
と
い
う
月
日
の
中
で
、
委
員

会
の
持
つ
責
務
は
時
の
流
れ
に
密
着
し
、

深
く
重
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
個
々
の
園
と
し
て
は
Ｉ
Ｔ
化
が
進
ん

で
い
る
所
も
も
ち
ろ
ん
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
組
織
と
し
て
は
ア
ナ
ロ
グ
す
ぎ
る

現
状
に
世
の
中
の
人
は
き
っ
と
驚
か
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
ど
ん
な
時
代

に
な
っ
て
も
Ｉ
Ｔ
化
で
き
な
い
「
教
育
」

を
一
番
大
切
に
考
え
る
私
た
ち
だ
か
ら
こ

そ
、
時
の
流
れ
に
後
れ
を
と
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
組

織
と
し
て
繋
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が

る
こ
と
を
委
員
会
に
期
待
し
ま
す
。

（
報
告
者

：

㈳
福
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興

協
会
広
報
委
員
長
、
福
岡
市
・
柏
原
幼
稚

園
／
光
安
則
子
）

山
形
県
か
ら
の
お
た
よ
り

　
　
　
次
世
代
の
連
絡
網

福
岡
県
か
ら
の
お
た
よ
り

山形県メモ

面積：９，３２３．４６ｋｍ２

県の鳥：オシドリ

県の木：さくらんぼ

県の花：べにばな

県の獣：カモシカ

福岡県メモ

面積：４，９７８．５１ｋｍ２

県の鳥：うぐいす

県の木：うめ

県の花：つつじ

　
　
　
公
益
社
団
へ
の
道
程



― 12 ― ２０１３．１／私幼時報

　
い
ま
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
何
が

必
要
な
の
か
、
こ

こ
数
年
ず
っ
と
考

え
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
ひ
と
つ
は
『
信
頼
』。
子
ど
も
た
ち
の

視
点
に
立
っ
て
世
間
を
見
渡
し
て
み
る

と
、
彼
ら
の
信
頼
に
足
る
も
の
が
以
前
よ

り
は
る
か
に
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
◆
信
頼
に
足

る
大
人
、
親
、
家
庭
、
学
校
、
教
師
。
信

頼
に
足
る
社
会
、
地
域
、
そ
の
中
で
営
ま

れ
る
べ
き
安
全
で
幸
福
な
生
活
。
あ
る
い

は
信
頼
に
足
る
政
治
や
経
済
が
子
ど
も
た

ち
の
今
と
こ
れ
か
ら
の
た
め
に
き
ち
ん
と

機
能
し
て
い
る
の
か
。
子
ど
も
は
私
た
ち

大
人
を
映
す
鏡
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
に
元
気
が
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は

大
人
が
元
気
を
失
っ
て
い
る
か
ら
で
、
夢

や
希
望
を
持
て
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は

私
た
ち
自
身
が
夢
や
希
望
を
見
失
っ
て
い

る
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
◆
そ
ん
な
現

在
の
状
況
で
、
私
立
幼
稚
園
の
役
割
は
今

後
よ
り
一
層
重
要
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
信
頼
に
足
る
存
在

で
あ
り
続
け
な
が
ら
、
彼
ら
と
共
に
未
来

を
思
い
描
い
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。�
（
調
査
広
報
編
集
委
員
・
前
田
幹
）�

　
　
地
方
教
育
費
調
査

　
文
部
科
学
省
は
平
成
２２
会
計
年
度
の
地

方
教
育
費
調
査
の
中
間
報
告
を
公
表
し
ま

し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
支

出
さ
れ
た
経
費
・
授
業
料
等
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
調
査
の
対

象
は
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
教
育
委

員
会
並
び
に
公
立
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
高
等
学
校
、

中
等
教
育
学
校
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校�

�

及
び
高
等
専
門
学
校
で
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
岩
手
県
、
宮
城
県

及
び
福
島
県
に
お
い
て
、
震
災
に
よ
り
関

係
資
料
が
滅
失
し
た
市
町
村
が
存
在
し
た

た
め
３
県
が
調
査
対
象
外
と
さ
れ
、
本
調

査
結
果
に
お
い
て
は
地
方
教
育
費
総
額
を

経
年
比
較
で
き
る
よ
う
、
３
県
に
つ
い
て

は
平
成
２１
会
計
年
度
の
数
値
で
集
計
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
２２
会
計
年
度
の
公
立
幼
稚
園
の
園

児
一
人
あ
た
り
教
育
費
は
、
７９
万
７
８
７

３
円
で
、
前
年
度
よ
り
１
万
２
４
３
２
円

（
対
前
年
１
・
６
％
）
増
と
な
り
ま
し
た
。

編
集

　

後
記

都道府県名 平成20会計年度 平成21会計年度 平成22会計年度
対前年度比
増▲減％

全国平均 738,492 785,441 797,873 1.6

北海道 977,437 1,299,722 1,477,462 13.7

青　森 1,154,195 1,388,352 1,293,185 ▲ 6.9

岩　手 971,876 1,025,132 1,073,983 4.8

宮　城 784,794 912,242 964,421 5.7

秋　田 1,035,885 891,395 911,615 2.3

山　形 848,890 1,024,943 1,027,341 0.2

福　島 706,136 718,351 740,672 3.1

茨　城 780,163 791,788 819,471 3.5

栃　木 776,602 755,621 896,294 18.6

群　馬 876,730 848,902 913,569 7.6

埼　玉 592,542 626,729 654,504 4.4

千　葉 626,490 652,391 693,396 6.3

新　潟 865,410 878,574 896,068 2.0

山　梨 660,430 691,881 861,510 24.5            

東　京 1,022,063 1,089,161 1,114,637 2.3

神奈川 704,868 777,365 644,583 ▲ 17.1

富　山 802,122 834,385 907,530 8.8

石　川 971,513 916,500 980,725 7.0

福　井 679,556 720,452 760,076 5.5

長　野 779,146 921,605 770,977 ▲ 16.3

岐　阜 818,921 879,898 799,237 ▲ 9.2

静　岡 682,947 754,364 679,349 ▲ 9.9

愛　知 658,473 649,291 604,336 ▲ 6.9

三　重 727,560 815,550 815,615 0.0

滋　賀 637,024 718,801 686,471 ▲ 4.5

京　都 1,022,731 1,129,540 1,150,056 1.8

兵　庫 735,360 787,019 787,637 0.1

奈　良 746,907 764,898 761,028 ▲ 0.5

和歌山 952,684 1,013,529 1,077,377 6.3

大　阪 747,275 772,039 851,616 10.3

鳥　取 1,163,376 1,208,640 1,308,842 8.3

島　根 762,104 969,348 958,837 ▲ 1.1

岡　山 667,297 663,694 691,353 4.2

広　島 799,277 868,819 893,319 2.8

山　口 751,693 738,516 855,291 15.8

徳　島 721,503 719,045 763,466 6.2

香　川 623,826 665,591 686,999 3.2

愛　媛 588,953 624,298 669,364 7.2

高　知 893,968 1,532,499 1,221,028 ▲ 20.3

福　岡 606,134 598,170 598,919 0.1

佐　賀 729,814 752,069 687,819 ▲ 8.5

長　崎 787,269 754,064 779,636 3.4

熊　本 1,091,770 755,096 737,389 ▲ 2.3

大　分 907,992 1,044,980 1,068,459 2.2

宮　崎 764,699 823,348 1,430,741 73.8

鹿児島 639,553 767,757 629,731 ▲ 18.0

沖　縄 479,767 537,596 591,197 10.0

注）平成22会計年度の岩手県、宮城県、福島県については21年度の値

公立幼稚園・園児1人あたりの教育費

資料出所＝文部科学省・地方教育費調査


